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│ 近刊短評

関連する社会言語学的な基本情報をま

とめた報告書Un marc sociolingüístic 
igualitari per a la llengua catalana 

（https://bit.ly/4g3EaqD）に目を通す

のが有益。時間がない場合は、報告

書要約（https://bit.ly/3Z1XdLZ）が

便利。自治政府言語政策総局の年次

白書2022年度版Informe de política 
lingüística 2022（https://bit.ly/47a3b 
MP）もあわせて読むと、自治政府の

危機感がよくわかる。 （塚原信行）

つまりは「人間の本性（human 
nature）とはなんぞや」ということか

①今井むつみ・秋田喜見『言語の本質

―ことばはどう生まれ、進化した

か』（中央公論新社、2023年）。本書

は共著だが、『中央公論』2023年7月
号のインタビューで、今井はこう述

べている、「研究者のキャリアでずっ

と考えてきたことを凝縮させた、私

の渾身の作品」であると（今井むつ

み「言語習得に見る知性の本質―オ

ノマトペ・記号接地・ChatGPT」、同

誌pp.84-91、引用はp.91より）。この

「記号接地」は“symbol grounding”
の訳語だが、人工知能の分野では、こ

こ30年来、克服すべき課題となって

いる。AIは、記号の音（綴り）と意

味の結びつきを、我々がなかば自然に

行っているようには身につけていくこ

とができない。今井らによれば、人は

幼いときからオノマトペを使いこな

すことで、記号接地を成し遂げてい

く。②李良枝（イ・ヤンジ）『ことば

の杖―李良枝エッセイ集』（新泉社、

2022年）。富士山の北麓に生まれ育っ

た在日2世のイは、幼い頃から富士山

を憎んできたという。だが、家出同然

に出奔してから17年、その富士山に

無性に会いたくなる。こうして生まれ

故郷を訪ねたときの心情を綴ったの

が「富士山」（pp.34-43）。筆者はこの

小文に強く心を衝かれた。このお山は、

結局、イにとって、幼児のオノマトペ

のごとく、接地どころか、彼女の心に

確かな根を下ろした記号（シンボル）

だったのではないか。③『美術手帖　

特集：先住民の現代アート』（2024年
7月号、美術出版社）。本特集を通して、

「記号接地」は、ことばだけの問題に

とどまらず、人が人として、共同体が

共同体として生きていくとき、そのあ

らゆる場面に立ち現れる問題なのでは

と思えてきた。記号である限り、それ

は確かに恣意的（arbitrary）であらざ

るを得ないが、決して排他的でも共感

を拒むものでもない。むしろその逆で

ある。 （林正寛）
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